
第６回オープンスクエア（平成 21 年 11 月 27 日） 

１班（６人） 19 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

yes１ 

投票前の説明 

(プレゼン) 

住民投票は 

 

２者択一 

住
民
投
票 

！！ 

今後の情況のため 

(転ばぬ先の･･･) 

［制度］ 

 全市的問題 

 テーマ 

 住民投票の 

 コスト 

？／？署名を 

集めれば 

議会フィルター突破 

議会(議員)が 

ある！！ 

みんな 

困っていない。 

必要ない。 

↓ 

本当の大問題なら 

既存のものでいいのでは 

☆ 

☆ 

４０００万円の 

値価？ ☆ 

とりあえず 

２市８町 

合併問題 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ ☆ 

議会採決が 

僅差の場合 

建物が立つとき 

市役所、ホール 

☆ 

 小田原市 

  独立 

城下町 

ホールの事 

(デザインとか) 

☆ 

☆ 

市民税 

(環境税) 

☆ 

市政に 

大きな問題が 

あるのか？ 

   ↓ 

住民投票制度の

必要性 



第６回オープンスクエア（平成21年 11月 27日） 

２班（６人）  37件 

 

住民投票について考えよう 

 

合
併 

迷
惑
施
設 

レクチャー 

 
合併 

産業廃棄物 

 施設 

原子力発電 

 施設 

基地 

小田原のかかえる問題 

ボートピア 

(場外船券売場) 

住民投票対象候補 

競輪場廃止 

住民投票対象候補 

ボートピア導入 

二市八町 

 合併 

市民オンブズ 

マンの設置 

住民投票対象候補 

サル、イノシシの 

捕獲 

ゴミ処理場の 

更新 

法務局 さると猪の 

退治 

(農作物被害) 

競輪場 

城下町 

 ホール 

 

 

 

 中味の問題 

 少年院 

議員の 

リコール 

住民投票の 

   条件 

市民も関心を 

もってかかわる 

住民投票の対象に 

なるための基準を 

明確化 

投票者の 

 年齢条件 

市内の地域性の 

ない重要課題 

住民投票にかかる費用

を周知する。(条例に入

れることではないが) 

私たちの 

 結論 

市民の税金が 

使われる 

慎重に 

行うべき 

大金をかける価値

のある問題のみに

すべき 

市民の関心のある 

テーマにしぼり込

む 

市長の判断力 

質が大いに問われ

る問題 

メリット 

市から県・国へ

のアピールとな

りうる 

プレッシャーに

はなる。 

住民の意志表示

ができる 

市民に関心を持

たせる事ができ

る。ひとりひと

りの問題 

市民の 

意見表明がで

きる機会 

デメリット 

お金の問題 

小田原では 

3000～4000万円 

地域の利害に 

関わるもの 

合わない 

 賛成派 

 反対派 

で人間関係が悪くなる 

決定権は 

議会にある。 

(住民投票に決定権は

ない) 

アンケートでも 

民意は表せる。 

投票は、反対者が多く

参加するので正しい選

択がなされるか。 
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３班（６人） 27件 

 

 
常 設 型 

住民自治のために住民投

票は必要だ。基本的な投

票を進める条件として 

１／x の賛同をどうする

か民意を問う 

住民投票は、

常設とする。

重要な案件を扱うのであ

れば、選挙と同じ２０才

以上が対象では。 

数値モデルを

検討すべき。 

ボランティア 

議員にする。 

議会を否定する

のではなく活性

化してもらいた

い。 

議会を解散させる 

住民投票 

解散権(議会) 

議員が市民の意見を聴く耳を持

てば住民投票制度は不要。 

議員の自治に対する意識

の向上をはかる。 

議会を解散する住民投票 

議

会

の

活

性

化 

城下町ホール 合併には 

住民投票にする！ 

合併する時に 

住民投票にする。 

環境保全活動 

(山林の保存) 

事 例 

全 市 的 現 状 

住民投票するための

盛り上げが低い！ 

小田原は 

幸せすぎる。 

市域が広く 

全市的な課題がない 

案件がない 

問題の普遍性が 

弱い 

権利保障として、

制度として持つ

必要はある 

住民投票の制度はあって

も良いが、それにいたらな

い意見収集の段階的なシ

ステムが必要 

全市対象ではな

く、地区範囲での

住民投票を行う 

身近な問題では論点

になりうるので、細

かい件で投票をした

りする方が良い 

地域内投票は 

必要 

周知させる機能をもつ 

前もって開くことにな

る 

地域内意見 

アンケートの投票 

            

 

の住民投票をした方が 

もっと内容が充実する 

地域別 問題別 
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議会への要望を 

オープンスクエア

のテーマに！！ 

市民の 

責任 

議会は 

優先されるべき 

議員を選ぶ時の

一票の重みから

考えるべき 

議員を選んだの

は市民！ 

議会の不満は、 

市民の責任 

議員を選ぶ上での 

選挙に対する市民

の１票が適当 

議員(会)と 市民の 

役 割 

議員・市民の

地盤意識を

なくす 

議員・市民が

内輪のかきね

をこえていく

ことが大切 

議員の役割を市

民が正しく認識

できていない 

議員の仕事を

市民が理解す

べき 

住民投票をす

る上での背景

を知るべき 

議員が出来る

ことを市民が

知らない 

議員は議会に挙が

る議題に優先順位

をつけてほしい 

対 話 

市民は 

様々な議員と話

すべき 

市民の思いと議会

の議題のポイント

がズレてしまう 

投票に至る過程

の議論に議員も

加えるべき 

住民投票にいたる前

の市民意見を議員は

ふまえてほしい。 

議員さんは広

く市民の意見

をきく 

意見交換の場を

つくるべき 

市民感情と議員

感情をすり合わ

せる場を！ 

議会が 

しっかりと市

民の声をきく 

支援者だけでなく、 

多くの市民の意見を

取り入れる 

あるべき姿(すがた) 

大きい声だけが

民意ではない 

議員を選ぶ選挙

の一票こそ 

住民投票 

条例の中に、意見

を聞く場を取り

込んでもよい 

住民投票を条例

にもり込むなら

ば個別型にし、個

別につくるべき 

市民が、がっかり

するような結果を

出さないで 




